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機械器具 51 医療用嘴管及び体液誘導管 

一般医療機器   輸液用延長チューブ   12170001 
 

再使用禁止 注入ポンプ用チュービングセット（LB 用） 
 
 

 

**【禁忌・禁止】 
・ 再使用禁止 

 
【形状・構造及び原理等】 
**1. 形状 

                                

ルアー接合部の強度・気密性：ISO594-1/ISO594-2 に準拠。 

**2. 原材料 

スパイク針 ポリ塩化ビニル 
ベント ポリプロピレン 
ドリップチャンバー ポリ塩化ビニル 
輸液チューブ 
ポンプチューブ 
注入チューブ 

ポリ塩化ビニル 

コネクタ ABS 樹脂、ポリ塩化ビニル 
保護ルアー ポリエチレン 

ポリ塩化ビニルの可塑剤としてフタル酸ジ-2-エチルヘキシルを

使用している。 
 
【使用目的又は効果】 

ウロダイナミクス検査において、注入用媒体（生理食塩水等）のラ

インを延長するために用いるチューブセットである。 
 

**【使用方法等】 
本品はラボリー・ウロダイナミックシステム専用である。他のウロ

ダイナミクス装置に使用しないこと。 

1. 使用前の準備 

(1) 包装の破れ及び内部に異物のないことを確認し、開封す

る。 

(2) 保護キャップをはずし、スパイク針を注入媒体容器に差し

込み、チューブ内の空気が完全に排出されるまで注入媒体

を流す。 

(3) ローラークランプを閉じ、ポンプチューブの圧縮性のある

部分をウロダイナミクス装置のポンプヘッドに装着する。

その際、ポンプチューブの輸液チューブ端をポンプヘッド

の左側に配置する。 

(4) エアー針を必要とする注入容器の場合は必ずベントをオー

プンにする。 

2. 使用中 

(1) 保護ルアーをはずし、ルアーロックをカテーテルに接続す

る。 

(2) ローラークランプを開き、ポンプを作動させ、検査を開始す

る。 

3 使用後の処置 

(1) 本品を取り外し、施設の手順に従って廃棄する。 

(2) 周辺機器へ付着した注入媒体を拭き取る。 

【使用上の注意】 
**1. 重要な基本的注意 

適切な注入量に設定すること。特に小児に使用する場合は、充分

に注意すること。 

 
【保管方法及び有効期間等】 

1. 保管方法 

・ 水のかからない場所に保管すること。 

・ 気圧、温度、湿度、風通し、日光、ほこり、塩分、イオウ分を

含んだ空気により悪影響の生じるおそれのない場所に保管す

ること。 

・ 5℃～30℃の温度下で保管すること。 

・ 化学薬品の保管場所やガスの発生する場所に保管しないこと。 

2. 使用期限 

本品の包装に記載。 
 

**【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】 
*1. 製造販売業者・製造業者 

・ 製造販売業者 
エダップテクノメド株式会社 

・ 製造業者 
Bioteque Corporation FactoryⅡ（台湾） 

2. お問合せ先 

エダップテクノメド株式会社 営業部 
（Tel）03-5540-6767 
marketing@edaptechnomed.co.jp 
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